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当社グループは、既にメタネーションの研究開発や再生可能エネルギーの普及拡大に取り組んでおり、
今後は中長期的なロードマップに沿ってさらに活動を加速させます。
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※ 政策、技術動向などを踏まえて適宜見直し
※ カーボンニュートラルLNG活用も検討　

直接利用

国内外オンサイト利用 国内外普及拡大

革新
技術 ■ SOEC共電解基礎研究

■大阪・関西万博での実証提案

■新たな水素製造技術の開発
ケミカルルーピング燃焼技術など

■カーボンニュートラル燃料活用技術の検討・実証

■500万kW　再エネ比率50％

■高効率化・小型化 ■VPP・再エネ調整力化・レジリエンス強化

■石炭から天然ガスへの転換 ■コージェネ面的利用・マイクログリッド・レジリエンス強化

CO2分離回収（CCUS）実証参加（コンソーシアムなど）

■カーボンリサイクル
海外サプライチェーン構築

■高効率化（実証等）

■技術検討・適地調査・制度整備

■輸送面での課題検討 ■ローカル
NW利用

■更なる拡大

■商用化へ

■部分導入 ■本格導入

■ラボスケール ■スケールアップ ■普及・拡大

■普及・拡大既往
技術
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〒554-0051 大阪市此花区酉島 6-19-9



バイオマス利用
Biomass

VPP/再エネ
VPP / renewable energy

省エネ機器
Energy-saving equipment

イノベーションにより当社グループ事業における
カーボンニュートラル実現へ挑戦

Daigasグループは再生可能エネルギーや水素を利用
したメタネーション※1を軸とした都市ガス原料の脱炭素
化や、再生可能エネルギー導入を軸とした電源の脱炭素化
により、「2050年カーボンニュートラル実現」へ挑戦し
革新的なエネルギー・サービスカンパニーとして、持続
可能な社会の実現に向けたソリューションを提供して
いきます。
また、脱炭素社会実現のためには、その技術が確立する
までにCO2排出量をいかに削減するかが鍵だと考えます。
そのため、これまでの2030年度におけるCO2排出削減
貢献目標（850万㌧※2）を更に積み増し、省エネや天然
ガスの高度利用、再生可能エネルギーの普及などによる
徹底したCO2排出量削減貢献を進めます。

カーボン
ニュートラル

500万kW
50％程度
1,000万トン※4

再エネ普及貢献※3

国内電力事業の再エネ比率※3

CO2排出削減貢献

※VPP： Virtual Power Plant

※１…水素とCO2を合成してメタン（CH4）を製造する技術
※２…2017年に策定した長期経営ビジョン2030の目標（2030年度までに累計7,000万㌧削減）における2030年度断面での削減貢献量
※３…太陽光、風力、バイオマスなど固定価格買取（FIT）制度の適用電源を含む
※４…現在の当社グループ及びお客さま先におけるCO2排出量（約 3,300 万㌧ /年）の約 3分の1に相当

※高強度かつ軽量化を実現する、バイオマス由来の樹脂強化用繊維

年度

年

1

社会全体へのCO2排出量削減貢献2
2030

2050

■ VPP・蓄電池・再エネ発電予測

■水素・アンモニア燃焼技術

水素/アンモニア
Hydrogen / Ammonia Methanation

メタネーション

■ SOECセル ■メタネーション触媒

■バイオガス精製 ■ケミカルルーピング燃焼

■コージェネレーション ■産業用バーナー ■ガス空調

■放射冷却材（SPACECOOL）

■ 小型バイオガス化装置

■水素製造装置
　（HYSERVE）

■フルオレンセルロース※■展示室

■ SOECメタネーション ■バイオメタネーション


